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昭和63年度気象研究所研究発表会のお知らせ

日時：昭和63年11月21日（月）・22日（火）

　　　　9：30～16：30

場所：気象研究所講堂
【21日】

　内陸地震の予知一予知研究の現状一

　内陸地震の予知一実験的研究一

　内陸地震の予知一統計的予測一

　海洋大循環モデルの開発

　オホーツク海の海氷について

　黄砂の鉛直構造と長距離輸送について　　，

　オゾンライダーの開発

　オゾン全量に関する高層解析

　大気中の放射性クリプトン（Kr－85）の分布と地球規

　　模の輸送

　南半球大気中のプラネタリー波・平均流相互作用と物

　　質輸送に関する研究

1988年10月

　中層大気モデリングと内部重力波

【22日】

　網走・雄武地方の“乾燥フェーゾ’現象の数値的研究

　船舶からの大気汚染物質の立体的挙動に関する研究

　ドップラーレーダーに事ける大地クラッタの除去

　衛星による地球表面温度測定用赤外波長帯

　対流圏工一ロゾルの放射収支効果の航空機観測

　雲と放射の研究活動について，

　有限雲場の短波長反射特性

　対流雲の微細構造に関する観測的・理論的研究

　HYVISによって観測された温暖前線雲の微物理構造

問い合わせ先：気象研究所　企画室

　　　　　　　　　　〒305。つくば市長峰1－1

　　　　　　　　　　TEL．0298－51－7111（内線204）

　　　　　　　　　　FAX．0298－51－1449
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